
保環q島20-2号

1.申請者 住所
氏名

2.源泉名及び湧出地

3.湧出地における調査及び試験成績
①鯛査及び試験者
(2)調査及び試験年月日
③泉温
(4)湧出
⑤知覚的試験
(6) P H値
4.試験室に船ける試験成績
(D試験者
(2)分析終了年月日
③知覚的試験
④密度
(5) P H値
⑥蒸発残留物
⑦電気伝導度
(8)ラドン(Rn)含有
5、試料lk宮中の成分、分量及び組成
a)陽イオン

成

:日
1^,

平成20年11月26日

石川県保健環境
(登録番号 1

所長林哲

フ丈

泉分析

石川県輪島市大野町鶴ケ池72

大向朝子
ねぶた温泉(1号源泉)
石川県輪島市大野参部153

石川県保健環境センター深山敏明、牧野
平成20年9月18日
25.1ヤ(気温:30.1 て)
卵.4 ιノⅢin 値噴)
無色、澄明、無臭、微弱塩味、微弱苦味

(ガラス電極法)10,3

石川県金沢市太陽が丘1丁目U番地

石川県保健環境センター小西秀則
平成20年U月7日
無色、澄明、無臭、無味

(20 て)0.9985

(ガラス電極法)10.01

(130 %))0.1877 g/kE
( 25 て})ms/cm0.327

Bq/蚫1.6
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6.泉質:アルカリ性単純温泉
フ.禁忌症、適応症は別表による。
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1.禁忌症及び適応症

温泉の医治効用は、その温度その他の物理的因子、化学的成分、温泉地の地勢、気候、利用者の生活状
態の変化その他諸般の総合作用に対する生体反応によるもので、温泉の成分のみによって各温泉の効用を
確定することは困難であるが、この温泉の浴用と飲用の禁忌症及び適応症は、お粘むね次のとおりである。
(1)浴用の禁忌症

急性疾患(特に熱のある場合)、活動性の結核、悪性腫癌、重い心臓病、呼吸不全、 腎不全、出血性
疾患、高度の血、その他一般に病勢進行中の疾患、妊娠中(特に初期と末期)
(2)飲用の禁忌症
特になし

(3)浴用の適応症

神経痛、筋肉痛、関節痛、玉十肩、運動麻矩、関節のこわぱり、 うちみ、くじき、慢性消化器病、
痔疾、冷え症、病後回復期、疲労回復、健康増進'

(4)飲用の適応症
特になし

2.浴用または飲用上の注意

温泉には老化現象が認められ、地中からゆう出した直後の新鮮な温泉が最も効用があるといわれている
が、それぞれの泉質に適する用い方をしなけれぱかえって疾病に不利に働く場合がある。したがって浴用
又は飲用上の注意事項はおおむね次によることとし、特に飲用には新鮮な温泉を用いるとともに源泉及び
飲泉施設について十分な公衆衛生上の配意を行うこと。

(1)浴用上の注意事項

'、＼＼1・ 0める揚口は、最初の数日の入浴回数を1日当たり1回程度とすること。その後は1日当た
イ.温泉療養のための必要期間は、おおむね2ないし3週問を適当とすること。
ウ.温泉療養開始後おぉむね3日ないい週間前後に湯あたり(湯さわり又は浴湯反応)が現われることが
ある。「湯あたり」の問は、入浴回数を減じ又は入浴を中止し、湯あたり症状の回復を待っこと。
エ.以上のほか、入浴には次の諸点にっいて注意する二と。゜
(ア)入浴時間は、入浴温度により異なるが、初めは3分ないい0分程度とし、慣れるにしたがって延
長してもよい。

(イ)入浴中は、運動浴の場合は別として一般には安静を守る。
(ウ)入浴後は、身体に付着した温泉の成分を水で洗い流さない(湯ただれを起こしやすぃ人は逆に浴後
真水で身体を洗うか、温泉成分を拭き取るのがよい)。0

(エ)入浴後は湯冷めに注意して一定時問の安静を守る。
け)吹の疾患にっいては、原則として高温浴(42ヤ以上)を禁忌とする。
高度の動脈硬化症、高血圧症、心臓病

(カ)熱い温泉に急に入るとめまい等を起こすことがあるので十分注意をする。
(キ)食事の直前・直後の入浴は避けることが望ましい。
ψ)飲酒しての入浴は特に注意する。

(2)飲用上の注意事項

ア.飲泉療養に際しては、温泉にっいて専門的知識を有する医師の指導を受けることが望ましいこと。
イ.温泉飲用の一回のは一般に100皿ないし200醒程度とし、その1日の量はおおむね200叫ないしは
1,000皿までとすること。

ウ.強塩泉、酸性泉、含アルミニ払泉及び含鉄泉はその泉質と濃度によって減量し、又は磊釈して飲用する
こと。

エ.以上のほか、飲用については次の諸点について注意すること。
(ア)一般には食前30分ないし1時間がよい。
(イ)含鉄泉、放射能泉及びヒ素又はヨウ素を含有する温泉は食後飲用する。含鉄泉飲用の直後には茶、
コーヒーなどを飲まない。
(ウ)タ食後から就前の飲用はなるべく避けることが望ましい。
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(低張性アルカリ性低温泉)
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ねぶた温泉(1号源泉)
石川県輪島市大野参部153
石川県輪島市大野町鶴ケ池72
大向朝子

アルカリ性単純温泉(低張性アルカリ性低温泉)
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